
人　口7,697人（前月比 －20）

〈男3,755人　女3,942人〉

世帯数2,765戸（前月比 －4）

出生数3人 （男1・女2）

死亡数12人 （男5・女7）

12月1日の人口動態
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ぼくたち、わたしたち
ひつじ年生まれの子どもたちです
（天津・小湊小学校5年生）

１日　元日　

６日　小寒※

１０日　１１０番の日

１３日　成人の日※（第２月曜）

１５日　半襟の日

１７日　冬の土用の入り※／おむすびの日／

防災とボランティアの日

１９日　家庭用消火器点検の日

２０日　大寒※

２４日　法律扶助の日　　　　　

※印は年によって変わります。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
輝
か
し

い
新
春
を
皆
様
と
と
も
に
迎
え
ら

れ
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
早
々
に
、
千
葉
テ
レ
ビ

放
送
に
依
頼
し
電
波
を
長
時
間
に

わ
た
り
独
占
す
る
こ
と
が
で
き
、

清
澄
寺
と
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

海
ほ
た
る
を
結
ぶ
生
放
送
が
実
現

い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
は
ニ
ッ
ポ

ン
放
送
を
利
用
し
た
初
の
通
年
Ｐ

Ｒ
の
実
施
、
さ
ら
に
日
蓮
聖
人
立

教
開
宗
七
五
〇
年
慶
讃
の
行
事
な

ど
も
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
久
方

ぶ
り
に
観
光
客
入
り
込
み
が
二
五

〇
万
人
の
大
台
に
復
活
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
二
タ
間
ふ
れ
あ
い
橋
の

完
成
に
は
じ
ま
る
主
要
地
方
道
市

原
天
津
小
湊
線
道
路
改
良
の
大
幅

促
進
、
誕
生
寺
周
辺
の
道
路
改
良
、

袋
倉
河
川
改
修
、
小
湊
地
区
の
治

山
事
業
の
前
進
な
ど
、
齋
藤
美
信

県
議
を
は
じ
め
と
し
た
千
葉
県
関

係
者
の
大
き
な
ご
支
援
に
よ
る
こ

れ
ら
の
様
々
な
事
業
採
択
を
い
た

だ
き
、
将
来
に
向
け
た
生
活
環
境

整
備
も
こ
れ
ま
で
に
な
い
テ
ン
ポ

で
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。厳

し
い
千
葉
県
の
財
政
状
況
に

あ
り
な
が
ら
も
本
町
に
関
し
て
は

か
な
り
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
、

今
年
も
よ
り
一
層
の
予
算
配
分
が

見
込
ま
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
む
ろ
ん
の
こ
と
、
町
単
独
事

業
に
つ
き
ま
し
て
も
町
職
員
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
の
抜
本
的

な
行
財
政
改
革
を
ベ
ー
ス
に
し
て

諸
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
町
民
の
皆
様
の

声
は
多
種
多
様
で
、
ど
れ
を
と
っ

て
も
「
や
っ
て
当
り
前
、
せ
ね
ば

何
や
っ
て
る
の
」
の
ご
と
く
、
常

に
明
日
に
向
け
て
の
町
政
を
進
め

ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
今
年
は
、
昨
年
末
大
き
な

う
ね
り
が
生
じ
、
新
た
な
対
応
を

必
要
と
す
る
市
町
村
合
併
問
題
を

中
心
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き

な
変
革
に
挑
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
要
な
年
の
幕
開
け
で
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
た
め
に
「
安
全
で
快
適
な

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
」、「
ま
ち

の
活
力
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
の

た
め
に
」、「
心
豊
か
な
基
盤
づ
く

り
の
た
め
に
」
と
の
三
つ
を
指
標

と
し
、
加
え
て
町
政
運
営
の
基
本

理
念
と
し
て
の
「
気
配
り
・
目
配

り
が
行
き
わ
た
り
、
風
通
し
の
良

い
町
政
」
を
引
続
き
念
頭
に
し
、

諸
課
題
、
諸
施
策
に
取
り
組
み
た

い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
明
日

に
向
け
た
土
台
づ
く
り
と
す
れ
ば
、

今
年
は
こ
れ
ら
の
芽
を
育
み
、
い

わ
ば
「
柱
」
の
立
ち
上
げ
（
支
柱

の
構
築
）
を
テ
ー
マ
と
し
て
町
民

の
皆
様
と
と
も
に
歩
み
、
町
民
の

皆
様
が
「
誇
れ
る
ま
ち
」
づ
く
り

を
目
指
し
、
鋭
意
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
今
後
と
も
町

政
に
対
し
ま
し
て
、

一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

まあけま              
うおめでとうございます
してま              
うございます
して

　春迎　春　春

皆さまと誇れる
まちを目指して

天津小湊町長　片桐　有而 

１月１日～２月２９日　はたちの献血キャンペーン
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１月２４日～３０日　全国学校給食週間

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
十
五
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
迎
え
ら

れ
ま
す
こ
と
は
、
私
の
も
っ
と
も

喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
町
政
に
対
す
る
暖
か
い
ご
理
解

と
絶
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
も

着
実
に
発
展
へ
の
基
盤
を
固
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
新
年

を
迎
え
、
本
町
の
一
段
の
躍
進
を

期
し
て
清
新
の
気
が
み
な
ぎ
る
の

を
覚
え
ま
す
。「
一
年
の
計
は
元
旦

に
あ
り
」
と
は
使
い
古
さ
れ
た
言

葉
で
す
が
、
も
し
も
こ
の
よ
う
な

年
が
改
ま
る
と
い
う
区
切
り
が
な

か
っ
た
ら
誠
に
お
か
し
な
も
の
で

す
。
昨
年
と
今
年
は
時
間
に
す
れ

ば
一
瞬
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
刻
一
刻
と
変
化
し

続
け
る
環
境
の
中
で
、
私
達
は
と

も
す
れ
ば
目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ

れ
が
ち
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の

区
切
り
の
時
に
、
じ
っ
く
り
自
分

と
い
う
も
の
を
振
り
返
っ
た
り
、

周
囲
の
状
況
に
も
目
を
配
り
な
が

ら
、
新
年
の
計
画
を
立
て
て
み
る

こ
と
は
、
大
変
重
要
な
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
年
の
抱
負

ほ
ど
、
希
望
に
満
ち
た
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
昨
年
ま
で
は
こ
う
い

っ
た
欠
点
が
あ
っ
た
、
こ
う
い
っ

た
失
敗
を
し
て
し
ま
っ
た
、
し
か

し
今
年
は
こ
う
し
よ
う
」
と
誰
も

が
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
私
も

皆
さ
ん
と
同
様
に
新
年
の
抱
負
の

一
端
を
つ
づ
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

昨
年
は
激
動
の
一
年
で
し
た
。

国
内
外
で
思
い
も
か
け
な
い
ほ
ど

の
重
大
な
出
来
事
が
起
こ
り
、
そ

れ
が
そ
の
ま
ま
私
達
の
生
活
の
周

辺
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
、

そ
ん
な
一
年
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。
世
界
情
勢
、
国
内
経

済
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
、
こ
う

し
た
世
の
中
の
動
き
を
素
早
く
読

み
取
り
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
的

確
に
町
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
、
私
は
新
た
な

年
を
迎
え
、
最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
の

波
が
私
た
ち
の
町
に
も
押
し
寄
せ
、

行
政
需
要
は

そ
の
量
・
質
と

も
ま
す
ま
す
複
雑

多
様
化
し
、
克
服

す
べ
き
課
題
は
山
積

み
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様

の
生
活
の
安
定
向
上
を
図

る
た
め
、
今
後
さ
ら
に
創
意

工
夫
を
重
ね
、
町
民
の
皆
様
方

の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
決
意

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
天
津

小
湊
町
の
さ
ら
な
る
躍
進
の
年
と

な
る
よ
う
、
私
も
町
民
の
皆
様
と

と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
一
年
が
、
町
民
の
皆
様
方

に
と
っ
て
実
り
多
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新春にあたり
天津小湊町議会議長　吉田　勝敏 

あけまあけま              
おめでとうおめでとうございます

してあけま
おめでとう迎　迎　春迎　



通勤通学定期券は　地元の駅で買いましょう
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全国各地から門前町の関係者約１８０人が本町に集まり、
「全国門前町サミット２００２in天津小湊」が開かれました。

１１日に清澄寺研修会館で“外国から見た門前町文化”を
テーマとしたシンポジウム、パネルディスカッションを行い、
翌12日はお会式で賑わう誕生寺を参拝しました。
「語りつごう、広げよう、門前町の輪（和）と心」を合言

葉に、次回の開催地羽黒町へ“門前リング”を手渡し、サミ
ットは終りました。

町
消
防
団
に
よ
る
非
常
呼
集
訓

練
と
操
法
大
会
を
、
11
月
17
日

（
日
）
に
行
い
ま
し
た
。

非
常
呼
集
訓
練
は
午
前
５
時
30

分
、
仁
工
務
店
分
譲
地
（
萩
の
巣
）

付
近
で
火
災
が
発
生
し
た
と
い
う

想
定
で
行
い
ま
し
た
。
町
防
災
行

政
無
線
で
火
災
発
生
を
知
っ
た
消

防
団
員
は
、
出
火
か
ら
数
分
後
に

現
場
に
到
着
。
直
ち
に
放
水
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

小
湊
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
操

法
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
競
技
終

了
後
、
町
代
表
と
し
て
郡
操
法
大

会
に
出
場
し
た
第
３
分
団
が
水
出

し
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。
競
技

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優
勝
チ
ー
ム
＝
第
１
分
団

▼
優
秀
選
手
（
個
人
賞
・
敬
称
略
）

▽
指
揮
者
＝
水
上
雄
嗣
（
第
１
分

団
）
▽
１
番
員
＝
影
山
浩
史
（
第

２
分
団
）
▽
２
番
員
＝
影
山
忍

（
第
２
分
団
）
▽
３
番
員
＝
海
鹿
貴

央
（
第
２
分
団
）
▽
４
番
員
＝
村

上
彰
（
第
１
分
団
）

町消防団
非常呼集訓練

と
操法大会

町消防団
非常呼集訓練

と
操法大会

11
月
27
日
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
か
ら
派
遣
さ
れ
た
中
華

人
民
共
和
国
か
ら
の
研
修
生
４
名

が
、
清
澄
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い

て
視
察
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

研
修
生
の
皆
さ
ん
は
、
日
本
の

厚
生
労
働
省
や
県
の
職
員
に
当
た

る
方
々
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
国
で
は
、
地
方
の
水
道
事
業

の
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
な
簡
易
水

道
で
あ
り
、
今
回
、
県
内
に
６
ヶ

所
あ
る
簡
易
水
道
の
な
か
で
も
、

規
模
的
に
も
類
似
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
清
澄
簡
易
水
道
の

視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

役
場
で
施
設
の
概
要
説
明
を
受

け
た
あ
と
、
清
澄
浄
水
場
施
設
の

構
造
な
ど
細
部
に
わ
た
っ
て
熱
心

に
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
原
水

が
大
変
き
れ
い
な
こ
と
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。

中
国
人
研
修
生

　
清
澄
簡
易
水
道

　
　
事
業
を
視
察

中
国
人
研
修
生

　
清
澄
簡
易
水
道

　
　
事
業
を
視
察



11
月
26
日
（
火
）
に
千
葉
市
若

葉
区
の
千
葉
家
畜
市
場
で
第
52
回

県
乳
牛
共
進
会
が
開
か
れ
、
本
町

か
ら
は
、
藤
平
誠
一
さ
ん
（
新
町
）

の
乳
牛
２
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。

ア
ー
バ
ン
デ
ー
ル
ダ
ス
テ
ィ
ア

ン
ネ
ッ
ト
号
が
経
産
の
部
第
６
部

で
優
等
賞
１
席
、
ア
ー
バ
ン
デ
ー

ル
ジ
ェ
ド
ダ
ー
ク
チ
ェ
リ
ー
号
が

経
産
の
部
第
７
部
で
銀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
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ひろげよう　あいさつの輪

11
月
２
日
付
け
で
内
閣
府
賞
勲

局
か
ら
発
表
さ
れ
た
秋
の
褒
章

で
、
町
商
工
会
長
の
末
吉
一
夫
さ

ん
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し

た
。受

章
者
は
全
国
で
８
２
１
人
、

安
房
で
は
３
人
が
受
章
し
た
こ
の

褒
章
は
、
長
年
様
々
な
分
野
で
の

業
績
や
地
域
に
貢
献
し
た
人
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

末
吉
一
夫
さ
ん
は
昭
和
36
年
町

商
工
会
設
立
に
あ
た
り
そ
の
発
起

人
と
し
て
、
か
つ
31
年
間
理
事
と

し
て
務
め
、
以
降
今
日
に
至
る
ま

で
会
長
と
し
て
町
商
工
会
の
発
展

に
尽
力
、
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
福
祉
、
観
光
振
興
、

教
育
文
化
面
な
ど
と
各
分
野
に
わ

た
り
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
た
結

果
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

末
吉
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

11
月
８
日
（
金
）
千
葉
日
報
社

か
ら
、
京
和
会
（
代
表
桐
田
和
子

さ
ん
・
会
員
22
名
）
が
社
会
福
祉

活
動
を
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。京

和
会
は
近
隣
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
慰
問
、
お
年
寄
り
に

「
新
舞
踊
」
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

新
舞
踊
は
日
本
舞
踊
の
な
か
で

も
明
る
い
歌
に
あ
わ
せ
て
お
ど
る

も
の
で
、
平
成
４
年
か
ら
施
設
の

要
望
で
始
め
ま
し
た
。

「
泣
い
て
喜
ん
で
く
れ
る
人
も

い
て
」
と
桐
田
和
子
さ
ん
。

「
帰
り
に
『
ま
た
来
よ
う
ね
』
と

み
ん
な
で
う
な
ず
く
ん
で
す
」

ま
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
も
毎

年
６
月
に
開
き
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

桐
田
さ
ん
は
「
感
激
が
シ
ョ
ー

と
は
違
い
ま
す
ね
」
と
、
積
極
的

に
慰
問
を
続
け
て
い
く
思
い
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

町
の
自
治
活
動
に
功
労
の
あ
っ

た
皆
さ
ん
の
表
彰
式
を
11
月
１
日

に
役
場
会
議
室
で
行
い
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
る
ご
苦
労
に
感
謝
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◎
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
順
不

同
・
敬
称
略
）

▽
町
議
会
議
員
・
地
域
開
発
審
議

会
委
員
・
水
道
運
営
協
議
会
委

員
＝
稲
葉
光
雄
（
10
区
）

▽
町
議
会
議
員
＝
藤
平
良
三
（
芝
）

▽
人
権
擁
護
委
員
＝
末
吉
一
夫

（
２
区
）

▽
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
委

員
＝
川
上
し
ん
（
引
土
）

▽
納
税
組
合
長
＝
二
階
洋
子
（
５

区
）
・
故
佐
藤
由
雄
（
８
区
）

▽
社
会
福
祉
委
員
＝
中
村
芳
夫

（
４
区
）
・
�
濱
豊
（
新
町
）
・
神

作
と
き
（
芝
）
・
加
藤
ミ
チ
（
引

土
）

▽
母
子
福
祉
推
進
員
＝
白
鳥
昭
子

（
谷
）
・
池
谷
幸
枝
（
浜
町
）
・
寺

崎
美
佐
代
（
西
）
・
松
本
サ
ジ
子

（
四
方
木
）

▽
教
育
委
員
会
委
員
＝
渡
邉
信
夫

（
４
区
）

▽
体
育
指
導
員
＝
宮
崎
定
雄

（
西
）
・
前
田
均
（
恵
車
）

自
治
功
労
賞

自
治
功
労
賞

自
治
功
労
賞

自
治
功
労
賞

自
治
功
労
賞

平
成
14
年

黄綬褒章受章黄綬褒章受章

優
等
賞
受
賞

優
等
賞
受
賞

11
月
８
日
（
金
）、
青
葉
の
森
公

園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
第
46
回
千

葉
県
統
計
大
会
が
開
か
れ
、
本
町

か
ら
は
、
次
の
皆
さ
ん
が
各
種
統

計
調
査
員
と
し
て
の
長
年
に
わ
た

る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

▼
県
統
計
協
会
会
長
表
彰
＝
今
井

眞
知
子
（
芝
）

▼
県
郡
部
連
合
統
計
研
究
会
会
長

表
彰
▽
石
井
留
美
子
（
東
町
）
▽

川
名
勝
信
（
城
戸
）

自
治
功
労
賞

自
治
功
労
賞

黄綬褒章受章黄綬褒章受章

統
計
功
労
で

表
彰

優
等
賞
受
賞

優
等
賞
受
賞

自
治
功
労
賞

自
治
功
労
賞

黄綬褒章受章黄綬褒章受章

藤
平
誠
一
さ
ん

優
等
賞
受
賞

優
等
賞
受
賞

優
等
賞
受
賞

優
等
賞
受
賞

優
等
賞
受
賞

末吉一夫さん

自
治
功
労
賞

自
治
功
労
賞

黄綬褒章受章黄綬褒章受章黄綬褒章受章

優
等
賞
受
賞

優
等
賞
受
賞

千
葉
日
報
社

社
会
福
祉
賞
受
賞

お
年
寄
り
に
元
気
を
送
る

自
治
功
労
賞

自
治
功
労
賞

黄綬褒章受章黄綬褒章受章

優
等
賞
受
賞

優
等
賞
受
賞

▲石井留美子さんが代表で受けとりました。



先月の広報でお知らせしましたとおり、本町は戸籍事

務の電算化に向けて作業を進めています。

戸籍は長い間、手書きで作成されてきたため、氏名が「辞書に載っていない字」で記載された戸籍があります。

今回戸籍事務の電算化に伴い、氏名の漢字を「辞書に載っている字」で記載（正字化）させていただくことにな

ります。

該当する人には、文書でお知らせします。
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戸籍は、国民の身分関係を登録して、公に証明する公簿なので

その記載は正しい文字（正字）で行わなければなりません。

法務省から通達が出ており、新しい戸籍には漢和辞典に載って

いる文字以外の文字や略字、符号（誤字）では記録できません。

現在、婚姻などで新しい戸籍を作るときも同様な対処をしてい

ます。

～サービスの向上と事務の効率化へ～ 
 

します！ 
～サービスの向上と事務の効率化へ～ 

 
平成平成1515年2月3日より日より 平成15年2月3日より します！ 

今月は正字化通知に
ついてのおしらせ！

正字化は戸籍上の取り扱いであ

り、氏名が変更されるものではあ

りません。

あくまでも同じ文字の書き方の

違いですので、基本的に同一人か

どうかのことで問題になることは

ありません。印鑑証明や登記簿上

の氏名変更などの手続きは不要で

す。日常生活において使用する文

字については、戸籍に記載されて

いる字体と異なる字体を使用して

も差し支えありません。

正字化を拒否した場合、その戸籍は電算化できませんので紙の

戸籍のまま残り、証明書の発行等に時間がかかります。

また、今回正字化しなくてもその戸籍に異動が発生し新戸籍を

編製した場合は誤字から正字に訂正されます。ご理解とご協力を

お願いいたします。

戸籍上の氏名の記載に誤字が用いられている人には、町住民福祉

課より、平成１４年１２月から平成１５年１月の数回に分けて通知

しています。

「おしらせ」には、戸籍上の誤字に対応する正字が記載されています。

「おしらせ」の文字に疑義のある場合は、町住民福祉課住民係までお

問合せください。

橋 � 
� 廣 

� � 
正字 俗字 誤字 
辞書に載っている字 

そのまま使えます 

載っていない字 

正字化される字 

わ
た
し
た
ち
の
地
域
の
高
齢
者

が
、
自
立
し
た
生
活
を
少
し
で
も

長
く
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
く
ら
い
必
要

な
の
か
？
ま
た
、
そ
の
た
め
の
保

険
料
負
担
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る

の
か
・
・
・

こ
れ
が
、
町
が
策
定
す
る
「
介
護

保
険
事
業
計
画
」
で
す
。

介
護
保
険
制
度
で
は
、
３
年
ご

と
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量

や
サ
ー
ビ
ス
確
保
の
方
法
な
ど
を

具
体
的
に
見
直
し
、
計
画
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第
一
号
被

保
険
者
（
65
歳
以
上
の
人
）
の
保

険
料
は
、
こ
の
事
業
計
画
に
も
と

づ
き
決
め
ら
れ
ま
す
。

平
成
15
年
４
月
か
ら
、
新
し
い

事
業
計
画
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

と
も
な
い
、
介
護
保
険
料
額
も
新

た
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
！

◎
保
険
料
見
直
し
が
必
要
な
理
由

☆
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

増
加

☆
在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
は
か
る

▼
問
合
せ
＝
町
住
民
福
祉
課
介
護

保
険
係

介介介介
護護護護
保保保保
険険険険
料料料料
のののの

見見見見
直直直直
しししし
にににに
つつつつ
いいいい
てててて

（例）

役場への電話⇒�94-0511へかけ、
課名を伝えてください
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町
で
は
今
年
の
４
月
に
入
所
を

希
望
す
る
児
童
の
受
付
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す

ひ
か
り
保
育
所
（
定
員
60
名
） 

◎
開
所
時
間  

　
月
〜
金    

７
時
30
分
〜
19
時 

　
　
土
　
　 

７
時
30
分
〜
12
時 

 

天
津
保
育
所
（
定
員
90
名
） 

◎
開
所
時
間  

　
月
〜
金    

７
時
30
分
〜
19
時
30
分 

　
　
土
　
　 

７
時
30
分
〜
12
時 

 

浜
荻
保
育
所 

平
成
15
年
度
か
ら
天
津
保
育
所
と 

統
合
に
な
り
ま
す 

受
付
日
時 

２
月
６
・
７
日（
木
・
金 

） 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

受
付
日
時 

２
月
４
日（
火 

） 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

◎
制
度
の
概
要

▼
対
象
森
林

▽
※
森
林
施
業
計
画
の
認
定
を
受

け
た
30
�
以
上
の
ま
と
ま
り
の
あ

る
森
林

▼
交
付
対
象
者

▽
森
林
施
業
計
画
の
認
定
を
受
け

て
い
る
森
林
所
有
者
な
ど
で
、
計

画
的
な
森
林
施
業
を
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
地
域
活
動
を
行
う
人

▼
交
付
金
の
積
算

※
の
森
林
内
に
存
在
す
る
次
の
�

〜
�
の
合
計
森
林
面
積
に
年
間
交

付
単
価
１
�
あ
た
り
１
０
、
０
０

０
円
を
乗
じ
た
金
額
が
、
協
定
期

間
に
応
じ
て
毎
年
交
付
さ
れ
る

�
林
齢
が
35
年
生
以
下
の
人
工
林

�
公
益
的
機
能
別
施
業
森
林
（
水

土
保
全
林
ま
た
は
森
林
と
人
と
の

共
生
林
）
内
に
存
在
し
、
森
林
施

業
計
画
に
も
と
づ
き
�
の
森
林
と

一
体
的
に
施
業
が
行
わ
れ
る
林
齢

が
36
年
生
か
ら
45
年
生
以
下
の
人

工
林

�
林
齢
が
60
年
生
以
下
の
育
成
天

然
生
林

▼
対
象
と
な
る
活
動

▽
町
長
と
交
付
対
象
者
と
の
協
定

に
も
と
づ
き
、
協
定
期
間
を
通
じ

て
行
う
森
林
施
業
の
実
施
に
不
可

欠
な
地
域
に
お
け
る
活
動

○
森
林
の
現
況
調
査

○
施
業
実
施
区
域
の
明
確
化
作
業

○
歩
道
の
整
備
な
ど

▼
実
施
期
間

▽
平
成
14
年
度
か
ら
18
年
度
ま
で

の
５
年
間

▼
問
合
せ

▽
町
産
業
建
設
課

▽
安
房
支
庁
農
林
振
興
課

�
０
４
７
０
（
２
２
）
８
１
３
１

森
林
の
有
す
る
多
目
的
機
能
の
発
揮
を
図
る
た
め
、

 

林
整
備
地
域
活
動 

支
援
交
付
金
制
度
が 

 

今年度から 　　スタート！ 

今年度から 　　スタート！ 

今年度から 　　スタート！ 

●
償
却
資
産
の
申
告

会
社
や
個
人
で
商
店
や
工
場
を

経
営
し
て
い
た
り
、
農
・
漁
業
や

不
動
産
業
等
を
し
て
い
た
り
す
る

人
な
ど
の
事
業
用
資
産
（
構
築

物
・
機
械
、
装
置
、
運
搬
具
、
船
、

工
具
や
そ
の
他
の
備
品
な
ど
）
の

こ
と
を
償
却
資
産
と
い
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
決
算
書
の
中
で
、
減
価

償
却
費
と
し
て
経
費
に
な
っ
て
い

く
資
産
な
ど
で
す
。

こ
の
よ
う
な
資
産
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
で
持
っ

て
い
る
資
産
の
所
在
、
種
類
、
数

量
、
取
得
年
月
日
、
取
得
価
格
や

耐
用
年
数
な
ど
を
申
告
書
に
書
い

て
町
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
昨
年
中
に
廃
業
や
譲
渡
な
ど

で
該
当
す
る
資
産
が
無
く
な
っ
た

場
合
で
も
、
そ
の
旨
内
容
を
書
い

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

平
成
14
年
中
に
、
従
業
員
に
給

与
や
賃
金
を
支
払
っ
た
人
は
、
給

与
支
払
報
告
書
を
町
税
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
従
業
員
に
は
、

ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
青
色
事
業
専
従
者
も
含
ま
れ

ま
す
。

支
払
総
額
、
控
除
の
内
容
、
源

泉
税
の
有
無
な
ど
、
所
得
税
や
住

民
税
の
申
告
準
備
と
し
て
大
切
な

も
の
で
す
。
減
税
に
よ
る
年
末
調

整
定
率
控
除
額
、
控
除
対
象
配
偶

者
や
扶
養
親
族
名
と
続
柄
、
特
別

徴
収
ま
た
は
普
通
徴
収
の
希
望
な

ど
を
備
考
欄
に
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。償

却
資
産
の
申
告
、
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
と
も
に
期
限
は
今

月
末
ま
で
で
す
。
忘
れ
ず
に
お
願

い
し
ま
す
。
予
備
の
用
紙
は
、
町

税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
と

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

提
出
期
限
は

１
月
末

ブロードバンドを誘致しよう！　http://akbb.jp
署名受付けています！　問合せ　町企画観光課

保保保保
育育育育
所所所所

入入入入
所所所所
希希希希
望望望望

児児児児
童童童童
のののの
受受受受
付付付付
開開開開
始始始始

▼
保
育
所
に
入
所
で
き
る
児
童

▽
父
母
が
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い

て
共
働
き
で
あ
る
場
合

▽
父
母
が
自
宅
で
商
売
な
ど
を
し

て
い
る
場
合
（
家
事
は
除
く
）

▽
母
な
ど
が
病
気
や
心
身
に
障
害

が
あ
る
た
め
保
育
で
き
な
い
場
合

▽
家
庭
内
に
心
身
の
障
害
な
ど
で

常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
い

る
た
め
、
母
な
ど
が
児
童
を
保
育

で
き
な
い
場
合

▽
火
災
な
ど
に
よ
り
児
童
を
保
育

で
き
な
い
場
合

▽
そ
の
他
児
童
を
保
育
で
き
な
い

と
町
長
が
認
め
る
場
合

▼
入
所
手
続
き
に
必
要
な
書
類

▽
申
請
書
（
入
所
児
童
数
分
）

▽
児
童
の
入
所
条
件
を
証
明
で
き

る
も
の
（
雇
用
証
明
や
妊
婦
届
出

書
の
写
し
な
ど
）

▽
児
童
の
父
母
お
よ
び
同
居
の
扶

養
義
務
者
（
家
計
の
主
宰
者
）
の

前
年
の
所
得
税
額
が
わ
か
る
も
の

▽
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
、
前
年
度
分
の
町
県
民

税
納
税
通
知
書

▼
保
育
料
＝
児
童
の
年
齢
や
扶
養

義
務
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
徴

収
し
ま
す

※
入
所
に
必
要
な
書
類
は
、
各
保

育
所
や
町
住
民
福
祉
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
事
前
に
受
け
取
り

記
入
し
、
証
明
書
な
ど
は
取
り
寄

せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
各
保
育
所
・
町
住
民

福
祉
課
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伝
達
式
開
催

町
議
会
全
員
協
議
会
開
催

地
区
別
懇
談
会
開
催
（
漁
村
セ

ン
タ
ー
）

16
日
（
土
）
地
区
別
懇
談
会
開
催

（
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

17
日
（
日
）
消
防
団
非
常
呼
集
お

よ
び
操
法
大
会
出
席

館
山
市
長
選
挙
出
陣
式
出
席

18
日
（
月
）
千
葉
県
町
村
会
政
務

調
査
会
経
済
農
林
委
員
会
現
地
研

修
出
席

19
日
（
火
）
定
例
課
長
会
議
開
催

地
区
別
懇
談
会
開
催
（
役
場
）

20
日
（
水
）
関
東
国
道
協
会
第
２

回
総
決
起
大
会
出
席

地
区
別
懇
談
会
開
催
（
浜
荻
西

青
年
館
）

21
・
22
日
（
木
・
金
）
消
防
本
部

研
修
出
席

23
日
（
土
）
第
29
回
市
民
音
楽
祭

出
席

24
日
（
日
）
末
吉
一
夫
町
商
工
会

長
黄
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会
出
席

館
山
市
長
当
選
祝
出
席

25
日
（
月
）
定
例
係
長
会
議
開
催

職
員
採
用
二
次
試
験
実
施

26
日
（
火
）
国
保
運
営
協
議
会
開

催

11

月

１
日
（
金
）
自
治
功
労
表
彰
式
開

催
東
関
東
太
平
洋
沿
岸
地
域
交
流

空
間
づ
く
り
検
討
委
員
会
南
部
エ

リ
ア
分
科
会
出
席

２
・
３
日
（
土
・
日
）
み
の
ぶ
ま

つ
り
出
席

５
日
（
火
）
定
例
課
長
会
議
開
催

第
３
回
全
国
門
前
町
サ
ミ
ッ
ト

実
行
委
員
会
開
催

地
区
別
懇
談
会
開
催
（
清
澄
い

こ
い
の
家
）

６
日
（
水
）
水
道
運
営
協
議
会
開

催
地
区
別
懇
談
会
開
催
（
四
方
木

青
年
館
）

７
・
８
日
（
木
・
金
）
千
葉
県
町

村
長
自
治
研
修
会
出
席

11
・
12
日
（
月
・
火
）
全
国
門
前

町
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
２
in
天
津
小

湊
開
催

13
日
（
水
）
財
産
区
管
理
会
開
催

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

14
日
（
木
）
定
例
課
長
補
佐
会
議

開
催第

４
回
合
併
任
意
協
議
会
出
席

有
害
鳥
獣
供
養
祭
出
席

15
日
（
金
）
引
土
町
内
会
感
謝
状

第
５
回
合
併
任
意
協
議
会
出
席

27
日
（
水
）
小
湊
鉄
道
高
速
バ
ス

羽
田
空
港
行
き
出
発
式
出
席

全
国
町
村
長
大
会
出
席

東
京
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で

全
国
町
村
長
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
市
町
村
の
合
併
論
議
が
進

む
な
か
、
合
併
し
な
い
小
規
模
市

町
村
の
権
限
を
縮
小
す
る
案
が
取

り
沙
汰
さ
れ
る
な
ど
、
町
村
に
と

っ
て
存
立
基
盤
そ
の
も
の
を
揺
る

が
す
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
開
催

さ
れ
た
。
小
泉
総
理
、
山
本
文
男

全
国
町
村
会
長
（
福
岡
県
添
田
町

長
）、
綿
貫
衆
議
院
議
長
、
倉
田
参

議
院
議
長
、
片
山
総
務
大
臣
等
、

多
く
の
要
人
が
同
席
し
た
。

千
葉
県
の
私
ど
も
は
、
倉
田
議

長
の
配
慮
（
？
）
か
ど
う
か
幸
運

に
も
、
中
央
最
前
列
に
座
る
事
が

出
来
た
。
役
目
が
ら
私
も
様
々
な

会
議
、
大
会
、
会
合
な
ど
に
出
席

す
る
が
、
代
理
が
多
い
な
か
で
本

人
が
こ
れ
だ
け
一
同
に
そ
ろ
う
大

会
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。

従
っ
て
政
府
の
要
人
も
い
か
に
重

要
問
題
の
さ
な
か
で
あ
る
が
故
に

と
の
印
象
が
伺
え
た
も
の
で
あ
る
。

小
泉
総
理
は
「
地
方
の
自
主
裁

量
権
の
拡
大
を
念
頭
に
し
つ
つ
、

交
付
税
、
補
助
金
、
税
財
源
を
一

体
で
考
え
、
地
方
に
自
己
決
定
権
、

裁
量
権
を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
税

率
を
決
め
る
の
も
い
ち
い
ち
中
央

に
陳
情
せ
ず
に
す
む
」
と
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

今
朝
、
三
時
半
に
起
床
し
、
整

備
が
完
了
し
た
小
湊
駅
前
の
駐
車

場
か
ら
運
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
羽
田
空
港
行
の
バ
ス
出
発
式
に

臨
み
こ
の
大
会
に
臨
ん
だ
と
こ
ろ

で
あ
る
。
本
町
か
ら
羽
田
ま
で
の

直
行
バ
ス
が
動
く
時
代
で
あ
る
。

国
も
地
方
も
今
や
か
つ
て
な
い

大
変
な
時
代
で
あ
る
。
国
内
外
の

距
離
感
が
縮
ま
る
時
代
、
そ
し
て

中
央
と
地
方
の
在
り
方
が
大
き
な

過
渡
期
と
な
っ
て
い
る
時
代
、
こ

の
よ
う
な
中
で
本
町
の
将
来
図
を

ど
う
描
く
か
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

心
か
ら
誇
れ
る
ま
ち
の
構
築
と
、

心
か
ら
豊
か
に
感
じ
と
れ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
改
め
て
自
問
自

答
す
る
一
日
で
あ
っ
た
。

28
・
29
・
30
日
（
木
・
金
・
土
）

郡
町
村
会
視
察
研
修
出
席

保健師と栄養士の
1月のワンポイントアドバイス

（連載第7回目）

食事のポイント

①消化しやすいもの

おかゆや食パン、鶏肉（皮は除く）、白身魚、

豆腐、乳製品などがおすすめ

②加熱したもの

野菜や果物も生食だと消化しづらい

③温かい料理や体を温める食べ物

体を温める食べ物―生姜、にら、にんにく、

ねぎ、かぶ、かぼちゃ

ごみの投げ捨てをやめて　美しいまちに
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車を運転中の携帯電話の使用は　禁止されています

小
学
校
５
年
生
以
下
で
争
う
、
第
20
回
安

房
郡
市
新
人
少
年
野
球
大
会
（
郡
市
少
年
野

球
連
盟
主
催
）
で
、
天
津
キ
ラ
ー
ズ
が
17
年

わんぱく教室では１１月１０日

（日）、一宮町にある社会福祉法人児

童愛護会を見学しました。

児童愛護会は広い敷地内に児童と

老人福祉施設を併設しており、中で

も児童養護施設「一宮学園」には１

５０名の児童が生活し、近隣の小・

中・高校へ通っています。

学園の子どもたちの一番の願い、

それは「家に帰ってお父さんお母さ

んと一緒に暮らし、近所の子どもと

遊びたい」。

このことを聞いたわんぱくの子ど

もたちはどのように感じたでしょう。

あたり前のことがあたり前でない時

代、心に残る研修となりました。

わわわわんんんんぱぱぱぱくくくく教教教教室室室室 館館館館外外外外研研研研修修修修

高齢者学級では１１月１９日（火）、

天津小学校３年生との交流を行いま

した。

天津小学校で一緒に竹馬やお手玉、

めんこなどで遊んだり、給食を食べ

たりして、高齢者も小学生にタイム

スリップしたひと時でした。

天津小３年生から高齢者の皆さん

にお礼の手紙をいただきましたので

紹介します。

�94-2230

恒
例
と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
大
運
動
会
、
鯛
鱗
ピ
ッ
ク
が

11
月
３
日
（
日
）
文
化
の
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
本
部
が
主
催
と
な
り
、
日
ご
ろ

の
活
動
の
場
以
外
で
子
ど
も
達
の

幅
広
い
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
２
３
６
名
の
児
童
が
参
加
し
、

ユ
ニ
ー
ク
な
24
種
目
の
競
技
を
行

い
ま
し
た
。

ス
ポ
少
団
員
に
加
え
、
未
加
入

の
両
小
学
校
１
・
２
年
生
、
公
民

館
講
座
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
生
、
板

橋
区
立
天
津
養
護
学
校
児
童
も
参

加
し
、
各
団
一
丸
と
な
り
、
他
チ

ー
ム
負
け
じ
と
夢
中
で
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
し
た
。

ま
た
学
年
別
競
技
、
親
子
競
技

に
は
全
児
童
・
保
護
者
が
入
り
混

じ
り
、
に
ぎ
や
か
に
競
技
を
楽
し

み
ま
し
た
。

国
際
化
に
向
け
た
意
欲
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
に
、
町
国
際
交
流

推
進
協
議
会
主
催
で
、
勝
浦
市
の

国
際
武
道
大
学
の
留
学
生
と
天
津

中
学
校
３
年
生
が
、
11
月
13
日

（
水
）
に
、
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
韓
国
や
イ
ギ
リ

ス
、
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
11
カ
国
15
人

の
学
生
を
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ

ー
ム
を
行
い
な
が
ら
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

高高高高齢齢齢齢者者者者学学学学級級級級

▲留学生と中学生の剣道が始ま
りました

ぶ
り
に
２
度
目
の
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

大
会
は
各
地
区
予
選
を

勝
ち
上
が
っ
た
８
チ
ー
ム

が
激
突
。
１
回
戦
は
館
山

リ
ト
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
に

29
対
０
、
準
決
勝
は
岩
井

イ
ー
グ
ル
ス
14
対
０
と
圧

勝
し
ま
し
た
。
決
勝
は
天

津
キ
ラ
ー
ズ
と
鴨
川
リ
ト

ル
ベ
ア
ー
ズ
の
鴨
川
地
区

同
士
の
対
決
と
な
り
、
攻

撃
力
で
勝
る
天
津
キ
ラ
ー

ズ
が
６
対
２
で
み
ご
と
勝

利
を
収
め
ま
し
た
。

17 年ぶり天津キラーズが優勝！
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シートベルトを締めて　安全運転を　

20
歳
が
ス
タ
ー
ト

国
民
年
金

今
年
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
！
国
民
年
金
の
手
続
き
は
も
う

済
ん
で
い
ま
す
か
？

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
は
国
民

年
金
に
加
入
し
ま
す
。
国
民
年
金

は
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る

公
的
年
金
制
度
で
、
社
会
全
体
で

助
け
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
老
後
は
も
ち
ろ
ん
病
気
や

事
故
な
ど
で
死
亡
・
障
害
が
残
っ

た
と
き
な
ど
、
万
一
の
場
合
の
備

え
に
な
る
の
が
年
金
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額

１
３
、
３
０
０
円
で
す
。
保
険
料

の
支
払
は
毎
月
指
定
の
口
座
か
ら

自
動
的
に
払
い
込
め
る
口
座
振
替

や
、
一
度
に
前
払
い
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
保
険
料
の
割
引
が
あ
る
前

納
が
便
利
で
す
。
収
入
が
な
く
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
に
は
免

除
制
度
が
、
学
生
に
は
学
生
納
付

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

来
月
に
な
っ
て
慌
て
な
い

た
め
に
・
・
確
定
申
告
の

準
備
は
お
早
め
に

保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
皆
さ
ん

へ
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
と
な
り
、
住
民

税
・
所
得
税
が
安
く
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
平
成
14
年
１
月

か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
に
支
払

っ
た
定
額
保
険
料
、
付
加
保
険
料
、

前
納
保
険
料
、
追
納
保
険
料
で
す
。

来
月
か
ら
始
ま
る
確
定
申
告
で
は

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
を
口
座
振
替
で
毎

月
支
払
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
振

替
日
の
関
係
で
申
告
額
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。（
参
考
例
１
）

今
年
度
か
ら
保
険
料
の
収
納
事

務
は
国
が
行
っ
て
い
ま
す
。
被
保

ねんきん ななちゃん

町
・
鴨
川
市
両
体
育
協
会
卓
球

部
主
催
の
第
24
回
Ｋ
・
Ａ
卓
球
選

手
権
大
会
が
11
月
24
日
（
日
）、
天

津
中
学
校
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。地

域
の
卓
球
競
技
人
口
の
拡
大
、

技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
、
郡
内

か
ら
申
込
の
あ
っ
た
約
１
３
０
名

の
参
加
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
４
部
門

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

◎
各
部
門
優
勝
者
（
敬
称
略
）

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
一
部
＝
花
原
真
之
（
卓
水
会
）

▽
二
部
＝
平
田
裕
也
（
三
芳
村
体

育
協
会
卓
球
部
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
一
部
＝
犬
石
直
子
（
長
狭
高
校
）

▽
二
部
＝
山
田
久
美
子
（
鴨
川
中

学
校
）

▼
ダ
ブ
ル
ス

▽
男
子
＝
白
熊
・
高
梨
（
黒
潮
ク

ラ
ブ
）
▽
女
子
＝
犬
石
・
高
橋

（
長
狭
高
校
）

▼
社
会
人
初
心
者
シ
ン
グ
ル
ス
＝

斎
藤
淑
子
（
卓
水
会
）

11
月
13
日
（
水
）、
町
体
育
協
会

主
催
の
第
27
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
鴨
川
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
雲
一
つ
な

い
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
し
た
48

名
は
和
や
か
に
プ
レ
ー
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
春
・
秋

の
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
敬
称
略
）

▼
優
　
勝
＝
石
田
光
央

▼
準
優
勝
＝
荻
野
泰
継

▼
３
　
位
＝
高
橋
春
雄

旧天津町・旧小湊町合併以来、町の長年の懸案であった中学校統合が実

現することになり、今新中学校建設計画が進められています。

厳しい社会経済環境のなか、国・県の各種助成措置の縮減や町自体の大

規模事業（最終処分場建設・衛生センター大規模改修など）による厳しい

財政事情が続いております。

また市町村合併・ペイオフ・低金利時代が進む対策も考慮して、財産区

について十分認識するなかで幅広く主旨を理解し、財産区民の孫子のため

などから、一般会計予算への支援を行いたいと思い、協議を進めています。

このことについて区民の皆さまのご理解をよろしくお願いいたします。

●財産区の基金はこれまでどのように使われているか・・・

学校・街路灯・青年館建設や道路改修などの負担金などです

●財産区基金のおもな財源は・・・

千葉県に売却した山林の代金です

●財産区民に基金を分配できるか・・・

法により分配することはできません

●財産区山林の今後の管理は・・・

県と分収林契約の方向で検討が進められています

●財産区運営のため今後の管理費はどれくらいあればよいか・・・

年間約１００万円程度が必要です
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6歳未満の幼児には　チャイルドシートを着用させましょう

コ
ス
モ
ス
の
地
に
這は

ひ
つ
つ
も
色
な
せ
り
　
　
中
村
　
富
美

草
の
戸
に
稀ま
れ

に
客
人
ま
ろ
う
ど

暮
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
　
照
子

翳ひ
か
げり
て
照
り
て
は
山
の
時
雨
来
し
　
　
　
　
　
斉
藤
い
し
子

風
寒
く
誰
に
も
遇あ

は
ず
句
も
生あ

れ
ず
　
　
　
　
渡
辺
　
澄
子

諳そ
ら

ん
じ
て
一
句
生
ま
る
る
菊
日
和
　
　
　
　
　
小
谷
　
敏
子

狭
庭
に
も
朱
を
残
せ
し
木
守
柿
　
　
　
　
　
　
金
井
　
喜
一

行
き
ず
り
に
声
か
け
ら
れ
る
小
春
か
な
　
　
　
三
浦
　
秋
子

一
言
を
残
し
百
舌
も

ず

た
つ
空
の
紺
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
　
博

晩
秋
や
絡
み
し
つ
る
を
止
め
に
け
り
　
　
　
　
久
野
八
重
子

銀
杏
散
る
ま
っ
た
だ
中
の
巨
人
戦
　
　
　
　
　
中
野
　
ミ
ヨ

山
の
端は

や
釣つ
る

べ
落
し
の
茜
あ
か
ね雲
　
　
　
　
　
　
　
北
浦
　
テ
ル

肌
寒
の
日
毎
重
ね
る
衣
か
な
　
　
　
　
　
　
　
西
川
ま
さ
子

日
短
ひ
み
じ
か

や
鍬く
わ

洗
う
手
の
昏
れ
て
を
り
　
　
　
　
　
石
井
き
よ
子

秋
霖
し
ゅ
う
り
んや
薬
師
如
来
の
屋
根
瓦
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
栄
子

語
り
合
う
人
の
い
な
く
て
冬
立
つ
り
　
　
　
　
根
本
美
智
子

湯
の
中
で
雨
音
聞
い
て
秋
惜
し
む
　
　
　
　
　
金
高
　
雪
子

草
木
そ
う
も
く

の
け
さ
の
沈
黙
冬
に
入
る
　
　
　
　
　
　
今
井
　
峰
月

冬
初
め
鋏
で
枝
を
切
り
落
し
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
安
夫

舞
殿
や
巫
女
に
秋
影
乱
さ
ざ
る
　
　
　
　
　
　
西
宮
　
き
み

料
金
を
駅
で
精
算
秋
日
和
　
　
　
　
　
　
　
　
西
宮
　
鉄
雄

鉢
植
え
の
深
山
海
棠
返
り
花
　
　
　
　
　
　
　
白
鳥
　
謹
司

冬
涛
に
た
ち
ま
ち
乗
り
て
漁
舟
出
づ
　
　
　
　
西
宮
　
米
造

釣
糸
を
二
人
で
垂
ら
す
小
春
か
な
　
　
　
　
　
野
村
　
照
雄

灯
台
が
く
っ
き
り
見
ゆ
る
菊
花
展
　
　
　
　
　
野
村
　
　
子

立
冬
や
葉
ず
れ
の
様
な
波
音
も
　
　
　
　
　
　
冨
川
仁
一
郎

暖
を
採
る
焚
き
火
の
明
か
り
去
年
今
年
　
　
　
四
宮
　
哲
也

冬
耕
と
う
こ
う

や
寛
永
通
宝
掘
り
当
て
る
　
　
　
　
　
　
冨
沢
　
秀
男

車
椅
子
通
う
路
地
裏
石
蕗
つ

わ

明
か
り
　
　
　
　
　
滝
口
ト
シ
子

さ
し
の
べ
し
手
に
風
花
の
命
か
な
　
　
　
　
　
的
場
　
玉
歩

険
者
個
人
の
保
険
料
納
付
額
に
つ

い
て
、
町
で
は
被
保
険
者
本
人
お

よ
び
会
計
事
務
所
な
ど
に
対
す
る

照
会
は
一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

昨
年
分
の
納
付
額
に
つ
い
て
は
、

納
付
書
の
領
収
印
や
金
融
機
関
の

通
帳
記
載
な
ど
に
よ
り
、
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
自
身
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
を
も
ら
っ

て
い
る
皆
さ
ん
へ

老
齢
基
礎
年
金
や
老
齢
厚
生
年

金
な
ど
、
国
民
年
金
や
厚
生
年
金

か
ら
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
皆

さ
ん
に
「
源
泉
徴
収
票
」
が
今
月

末
ま
で
に
届
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

平
成
14
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に

支
払
わ
れ
た
年
金
の
支
払
金
額
や

源
泉
徴
収
税
額
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
確
定
申
告
の

際
に
必
要
で
す
の
で
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
の
年
金
支
払
額
は

14
年
分
の
も
の
で
す
。
14
年
度
分

（
平
成
14
年
４
月
〜
15
年
３
月
分
）

の
年
金
額
と
は
異
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
ご
夫

婦
で
そ
れ
ぞ
れ
年
金
を
も
ら
っ
て

い
て
も
、
年
金
の
種
類
な
ど
に
よ

っ
て
、
源
泉
徴
収
票
の
配
達
日
が

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１ヶ月 
あたり 

（参考） 

13,300円 159,600円 156,770円 

400円 4,800円 161,480円  
（定額＋付加） 

１２ヶ月 
（１年）分 

１年前納 
保険料 

 

定
額 

保
険
料 

付
加 

保
険
料 

例１）１月～３月分を納付書で支払い、４月分から毎月口座振替にした場合、

12月分保険料は振替日が平成15年１月末日のため、14年分には含まれま

せん。昨年から口座振替にした人はご注意ください。

例２）１～３月分を納付書で支払い、４月に14年度分を前納した場合

平成15年１月分以降の保険料であっても前納の場合は支払日の関係で14年

分の控除対象となります。

例３）14年１年分を納付書で支払い、かつ催告書により未納だった13年４

月～９月分を14年中に追納した場合

過年度分の未納保険料でも、14年中に追納すれば控除対象となります。

１月～３月分 

 39,900円 

４月～１１月分 

 106,400円 

計 
＋ 

146,300円 

１月～３月分 

 39,900円 

14年分前納（４月～１５年３月分） 

156,770円 

計 
＋ 

196,670円 

１年分 

 159,600円 

１３年４月～９月分 

79,800円 

計 
＋ 

239,400円 

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
匿
名
　
様
　
　
１
、
０
０
０
円

▽
鴨
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
倶
楽
部
　
様

１
０
０
、
０
０
０
円

◎
町
へ

▽
千
葉
県
薬
剤
師
会
検
査
セ
ン
タ

ー
　
様
　
　
５
０
０
、
０
０
０
円

あ
り
が
と
う

寄
　
付
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5月の予定  

1月の予定  1月の予定  

月　　日 受付時間・摘要 予防接種 

三種混合  
（百日ぜき・ジフ 
テリア・破傷風） 

判定および 
BCG

ツベルクリン 
反 応 検 査 

 
場　　所 

午後０時３０分 
～０時４５分 

午後０時４５分 
～１時 

午後０時４５分 
～１時 

 

健康管理センター 

健康管理センター 

町コミュニティセンター 

町コミュニティセンター 

町コミュニティセンター 

健康管理センター 

健康管理センター 

１月  ７日（火） 

１月１５日（水） 

月　　日 受付時間・摘要 乳幼児健診 

乳 児 健 診  

１歳６ヶ月児健診 

３歳 児 健 診 １月  ８日（水） 

１月１４日（火） 

１月  ９日（木） 

１月１０日（金） 

１月２７日（月） 

１月２８日（火） 

１月２９日（水） 

１月３０日（木） 

２歳児歯科健診 

 
場　　所 

午後１時３０分 
　　　　～４時 

午前１０時～午後３時 

午前１０時～午後３時 

地域福祉センター 

鴨川市役所  
役場住民相談室 

１月２４日（金） 
１月１７日（金） 

月　　日 受付時間・摘要 無料相談 

心配ごと相談 

行 政 相 談  

受付・午前は１１時、 
午後は２時まで １月１６日（木） 

１月１７日（金） 
年 金 相 談  

 
場　　所 

平成１４年６月１日～８
月３１日に生まれた乳
児 
平成１３年４月１日～６
月３０日に生まれた幼
児 
平成１１年４月１日～６
月３０日に生まれた幼
児 
平成１２年１０月１日～１
２月３１日に生まれた幼
児 

平成１３年９月３０日以
前に生まれた幼児 

平成１４年６月３０日以
前に生まれた乳幼児 

日 時 

場 所 

●1月11日（土） 
●午後1時30分 
　　～3時 
●地域福祉センター 

１月３１日～２月６日　海苔ウィーク

※納期を過ぎると延滞金がかかる場合 
　があります。 
※口座振替の人は、預金残高の確認を 
　お願いします。 

  

1月31日（金）まで 

ALTモニカの 
外国人へのタブーな質問 

私が日本へ来てから、多くの日本人の方から質問を受けま
した。それらのなかの代表的な質問は次の２つです。

①「Can
キ ャ ン

you
ユ ウ

use
ユーズ

chopsticks
チ ョ プ ス テ ィ ッ ク

?」

(はしは使えますか？)

②「Do
ド ゥ

you
ユ ウ

have
ハ ヴ

ａ
ア

boyfriend
ボ ー イ フ レ ン ド

?」

(彼氏はいますか？)

　　　　　　 この②の質問は日本ではと 
       ても一般的な質問ですが、初対面の外国人に 
     対してこの質問をするのはあまり好ましくありませ 
ん。個人的な領域に入るタブーな質問とされているので 
ご注意を！もちろん個人的に親しい間柄になったときは別 
ですが・・・。 
それでは皆さんが良い１年をお過ごしになれますように・・・。 
            
       “Hauoli　Makahiki　Hou！！” 
         （この言葉はハワイでいう“Happy　New 
                Year”を意味します。） 

ハオリ　　　　　マカヒキ　　　  ホウ 

 次のようなことで心配のある人は気軽に相談を 
 ○月経不順・婦人科疾患・更年期の症状で困っている人 
 ○思春期の健康について相談したい女の子や保護者 
 ○妊娠・避妊・不妊などについて相談したい人 
 ○メンタルケアを希望する人 
 ○その他健康に関する相談を希望する人 

 ※問診票を記入していただきますので予約時間の２０分ほど
前にお越しください 
 ※費用は無料で秘密は守られます 
 ◎予約先　安房保健所　地域指導課　�０４７０（２２）４５１１ 

月　日 

１月２４日（金） 

２月２８日（金） 

３月２８日（金） 

時　間 場　所 備　考 

午後１時３０分 
 
３時３０分まで 
  （予約制） 

安房保健所 〜 

相談時間は　
１人３０分程度 
担当は女性医 
師および保健
師 

◎ひかり保育所の子どもたち
2区町内会もちつき会にて


